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目

次

▷

と
が
必
要
な
区
域
（
以
下
「
要
措
置
区
域
」
と
い
う
。
）
を
指
定
す

る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
五
月
十
三
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

要
措
置
区
域　

別
図
の
と
お
り
（
調
布
市
調
布
ケ
丘
一
丁
目
地

内
）

二　

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有

害
物
質
の
種
類　

ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物

三　

当
該
要
措
置
区
域
に
お
い
て
講
ず
べ
き
指
示
措
置　

地
下
水
の

水
質
の
測
定

告
　
　
　
示

○
土
壌
汚
染
対
策
法
の
規
定
に
基
づ
く
汚
染
さ
れ
て
い
る
区

　

域
の
指
定
…
…
…（
環
境
局
多
摩
環
境
事
務
所
環
境
改
善
課
）…	

一

告
　
　
　
示
（
選
）

○
平
成
三
十
一
年
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
号

　

（
政
治
団
体
の
届
出
）
の
一
部
訂
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	
二

○
令
和
二
年
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
五
十
号

　

（
政
治
団
体
の
届
出
）
の
一
部
訂
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

二

○
令
和
五
年
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
一
号

　

（
政
治
団
体
の
届
出
）
の
一
部
訂
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

三

○
令
和
六
年
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
五
号
（
政

　

治
団
体
の
届
出
）
の
一
部
訂
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

三

○
令
和
五
年
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
四
十
号

　

（
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
）
の
一
部
訂
正
…
…	

三

告
　
　
　
示

◉
東
京
都
告
示
第
六
百
二
十
三
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、

当
該
汚
染
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
当
該
汚

染
の
除
去
、
当
該
汚
染
の
拡
散
の
防
止
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）
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告
　
　
　
示
（
選
）

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
に
つ
い
て
、
渡
辺
み
ち

た
か
後
援
会
か
ら
訂
正
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
の
届
出
（
平
成
三
十
一
年
東
京

都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
訂
正
す

る
。

令
和
六
年
五
月
十
三
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

２
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
（
そ
の
他
の
政
治

団
体
）
の
部
（
１
）
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体
の

款
渡
辺
み
ち
た
か
後
援
会
の
項
中
「中

村

　

美
津
江

」
を
「中

村　

美
津
枝

」
に
改
め
る
。

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
に
つ
い
て
、
文
京
永
久

の
会
か
ら
訂
正
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
の
届
出
（
令
和
二
年
東
京
都
選
挙
管
理

委
員
会
告
示
第
百
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

令
和
六
年
五
月
十
三
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

２
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
（
そ
の
他
の
政
治

団
体
）
の
部
（
２
）
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体
の

款
文
京
永
久
の
会
の
項
中
「東　

淑
恵

」
を
「東　

淑
江

」
に
改
め

る
。

起点起点起点起点起点起点起点

調布市調布ケ丘一丁目5番1の最北端調布市調布ケ丘一丁目5番1の最北端調布市調布ケ丘一丁目5番1の最北端調布市調布ケ丘一丁目5番1の最北端調布市調布ケ丘一丁目5番1の最北端調布市調布ケ丘一丁目5番1の最北端調布市調布ケ丘一丁目5番1の最北端

調布市調布ケ丘一丁目5番1調布市調布ケ丘一丁目5番1調布市調布ケ丘一丁目5番1調布市調布ケ丘一丁目5番1調布市調布ケ丘一丁目5番1調布市調布ケ丘一丁目5番1調布市調布ケ丘一丁目5番1
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13度30分18秒13度30分18秒13度30分18秒13度30分18秒13度30分18秒13度30分18秒13度30分18秒

【格子の回転角度（13度30分18秒）】【格子の回転角度（13度30分18秒）】【格子の回転角度（13度30分18秒）】【格子の回転角度（13度30分18秒）】【格子の回転角度（13度30分18秒）】【格子の回転角度（13度30分18秒）】【格子の回転角度（13度30分18秒）】

格子の回転角度は、起点を通り、東西方向及び南北方向に格子の回転角度は、起点を通り、東西方向及び南北方向に格子の回転角度は、起点を通り、東西方向及び南北方向に格子の回転角度は、起点を通り、東西方向及び南北方向に格子の回転角度は、起点を通り、東西方向及び南北方向に格子の回転角度は、起点を通り、東西方向及び南北方向に格子の回転角度は、起点を通り、東西方向及び南北方向に

させた角度を示す。させた角度を示す。させた角度を示す。させた角度を示す。させた角度を示す。させた角度を示す。させた角度を示す。

引いた線並びにこれらと平行して10m間隔で引いた線により引いた線並びにこれらと平行して10m間隔で引いた線により引いた線並びにこれらと平行して10m間隔で引いた線により引いた線並びにこれらと平行して10m間隔で引いた線により引いた線並びにこれらと平行して10m間隔で引いた線により引いた線並びにこれらと平行して10m間隔で引いた線により引いた線並びにこれらと平行して10m間隔で引いた線により

【起点】【起点】【起点】【起点】【起点】【起点】【起点】

南に127.13m、西に124.29mの地点とする。南に127.13m、西に124.29mの地点とする。南に127.13m、西に124.29mの地点とする。南に127.13m、西に124.29mの地点とする。南に127.13m、西に124.29mの地点とする。南に127.13m、西に124.29mの地点とする。南に127.13m、西に124.29mの地点とする。

【凡例】【凡例】【凡例】【凡例】【凡例】【凡例】【凡例】

　　　単位区画　　　単位区画　　　単位区画　　　単位区画　　　単位区画　　　単位区画　　　単位区画

　　　筆境界　　　筆境界　　　筆境界　　　筆境界　　　筆境界　　　筆境界　　　筆境界

　　　調査対象地　　　調査対象地　　　調査対象地　　　調査対象地　　　調査対象地　　　調査対象地　　　調査対象地

　　　要措置区域　　　要措置区域　　　要措置区域　　　要措置区域　　　要措置区域　　　要措置区域　　　要措置区域

別図別図別図別図別図別図別図

起点は、調布市調布ケ丘一丁目5番1の最北端から起点は、調布市調布ケ丘一丁目5番1の最北端から起点は、調布市調布ケ丘一丁目5番1の最北端から起点は、調布市調布ケ丘一丁目5番1の最北端から起点は、調布市調布ケ丘一丁目5番1の最北端から起点は、調布市調布ケ丘一丁目5番1の最北端から起点は、調布市調布ケ丘一丁目5番1の最北端から

構成されている格子を、起点を中心として、右回りに回転構成されている格子を、起点を中心として、右回りに回転構成されている格子を、起点を中心として、右回りに回転構成されている格子を、起点を中心として、右回りに回転構成されている格子を、起点を中心として、右回りに回転構成されている格子を、起点を中心として、右回りに回転構成されている格子を、起点を中心として、右回りに回転
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◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
に

つ
い
て
、
参
政
党
東
京
第
２
２
支
部
か
ら
訂
正
の
報
告
が
あ
っ
た
の

で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
の
届
出

事
項
の
異
動
の
届
出
（
令
和
五
年
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第

百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

令
和
六
年
五
月
十
三
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

１
政
党
の
支
部
の
部
参
政
党　

東
京
第
２
２
支
部
の
項
中
「浅

見

　
和
彦

」
を
「浅

見　
和
幸

」
に
改
め
る
。

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
に
つ
い
て
、
杉
山
か
ず

の
り
後
援
会
か
ら
訂
正
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
の
届
出
（
令
和
五
年
東
京
都
選

挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
訂
正
す

る
。

令
和
六
年
五
月
十
三
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

２
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
（
そ
の
他
の
政
治

団
体
）
の
部
（
２
）
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体
の

款
杉
山
か
ず
の
り
後
援
会
の
項
中
「高

木　
修

」
を
「髙

木　
修

」

に
改
め
る
。

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
に
つ
い
て
、
国
民
民
主

党
東
京
都
千
代
田
区
支
部
か
ら
訂
正
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法

第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
の
届
出
（
令
和
六

年
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
訂
正
す
る
。

令
和
六
年
五
月
十
三
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

１
政
党
の
支
部
の
部
（
２
）
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政

党
の
支
部
の
款
国
民
民
主
党
東
京
都
千
代
田
区
支
部
の
項
中
「山

崎

　
泰

」
を
「山

﨑　
泰

」
に
改
め
る
。
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